
差別化の確立
国内外、特に海外でのカン
パチの知名度はサーモンや
マグロ、ブリ等と比較すると
まだまだ低く、海外でのカン
パチの知名度向上への取
組みが必要。

カンパチの知名度向上

これまで以上に、海外での
シーフードショーなどへの積
極的な出展を通して知名
度向上を図っていく。また
県・市の支援も得て、海外
からの産地視察を受け入
れて、当漁協の高い品質
管理などもアピールし、海
外販路拡大を図る。

トレーサビリティ体制の確
保が困難な海外産天然
種苗に依存する現状では、
商品の安全性の観点から、
特に欧米では今後ますま
す敬遠されることになる。

安全安心な商品

現在、人工種苗の仕入
に転換を図っている。また
資源への負荷が低いとさ
れている完全ＥＰ化(養
殖魚用の飼料を高温・高
圧で人工的に製造)にも
取り組み、これらは海外、
特にアメリカ市場での高
評価につながる。

 最も輸出規模の大きいアメリカでは、水産物の資源状態についての格付け機関である
「シーフードウォッチ」などの基準により、天然種苗への依存が問題視される傾向にあり、人
工種苗・完全EP化への対応が急務であり、これによりさらなる差別化が実現できる。

 アメリカの大手業者は加工技術を有しておりラウンド（一本物）が好まれる反面、小さな
事業者は加工の手間が敬遠されるのでフィレ等の加工した商品が好まれるため、今後は
各国や個々のエンドユーザーのニーズにきめ細かく対応する。

 残渣も魚粉として業者に販売しており、廃棄物ゼロの事業であることもアピール強化する。

今今後後のの展展望望

▲桜島を囲む錦江湾は温暖かつ急深で、養殖に適し
た環境。漁協では休薬期間を厳守し、残留抗生物質
の検査を徹底し、漁場環境調査を毎年クリアしている。

カンパチの知名度 差別化の確立

 「養殖カンパチ」の新たな市場として、平成21年頃から輸出に取り組んでおり、徹底した
品質管理や周年出荷により、独自ブランドである「海の桜勘」が売上を伸ばしている。

 生産体制が整っており、FSSC22000認証をはじめ、アメリカや中国など各輸出先国計
9か国の施設登録を順次取得済み。

 農水省による「大規模輸出産地モデル形成等支援事業」や「フラッグシップ輸出産地」な
どの制度を有効活用するとともに、鹿児島県や垂水市からも支援を受けて、官民一体と
なった輸出拡大への取り組みを実施。

天然種苗から人工種苗へ
の転換や完全ＥＰ（人
工飼料）化に加えて、輸
送における冷蔵最適化や、
トレサビ情報の提供など、
独自の差別化を図り、販
促につなげる。

課課題題とと解解決決ののポポイインントト

輸輸出出にに取取りり組組んんだだ背背景景

▲アメリカ等での海外での食品見本市などへも
積極的に参加し、ベトナム等の新規市場開拓で
は捌き方講座や試食会を開催している。

▲漁協内で加工処理された「海の桜
勘」。ブランド名称は2003年に地元
の小中学生から愛称を募集して命名。

日立グループと組んで、温
度検知QRコードラベルに
よる鮮度保持の実証実験
を行い、最適な輸送品質
を構築し、輸送コストと環
境負荷の軽減に取り組ん
でいる。
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おにぎり
チェーン
コンビニ
チェーン
飲食店
小売店
惣菜店

輸出金額の推移（千円）

輸輸出出のの仕仕組組みみチチャャーートト

山形の米問屋が香港でおにぎりを製造
取取りり組組みみ内内容容 輸輸出出実実績績のの推推移移
 創業130年以上の歴史と実績を持つ米ど
ころ山形県の米問屋。2011年の東日本
大震災を機に海外進出を決意し、2012
年香港に現地法人を設立。翌年には現
地に炊飯工場（ベストフーズ香港）、続
いて19年にはおにぎり工場（スズキフー
ズ）を設立。山形産米を自社精米し輸
出。香港で米飯加工やおにぎり製造を行
い、香港域内の飲食店や小売店150店
舗と取引を行う。おにぎりブームの追い風を
受け、2024年からは、セブンイレブン香港
との大型取引が始まり、輸出額・量ともに
格段に増えた。

 2026年6月稼働を目指し、少ロットの海
外需要に応えるため輸出用の冷凍シャリ
玉工場を国内に建設中。

株式会社丸屋本店
（山形県東根市）

生産 製造集荷

米問屋

営業
卸

商品開発
グループ戦略

自社バンニング

地元契約農家
10軒

輸出用はえぬき

輸出
商社

稲2015
農業法人

輸出用はえぬき
仕
入

出
荷 船便

輸出
月2.3回
仙台港発
釜山経由

販売 運輸 海外

JA
クボタ米業

ベ
ス
ト
フ
ー
ズ

米
飯
加
工

加工

ス
ズ
キ
フ
ー
ズ

お
に
ぎ
り
製
造

仕
入

納
品

納
品

納品

・香港米
(はえぬき)

輸出量の推移（トン）
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おにぎり工場を設立

19年、さらに現地法人を立
ち上げ、おにぎり製造工場
を新設した。1日3,000個
の製造ラインを持つが、24
年から始まった大手コンビ
ニチェーンへの納品のため、
25年には製造ラインを倍
の6,000個に増やし対応。

香港では、大手外食チェー
ンが全メニューに日本産米
を使用するようになってから、
飲食店で提供する日本食
には日本産米が求められる
ようになった。

冷凍シャリ玉を製造

和牛ステーキ店で出す寿
司などの小ロットのシャリ
玉の需要があることを受
け、冷凍シャリ玉を国内
で加工する工場建設を
進めている。26年初夏の
稼働予定。シャリ玉は自
然解凍、流水解凍もOK。

大手コンビニチェーンから、
おにぎり売り場は4℃で保
冷するため、ご飯がかたく
ならず美味しく食べられる
商品の開発を求められた。

低温帯で保管しても
美味しいおにぎりの開発

試行錯誤を繰り返し、香
港のおにぎり工場での試
作を続け、コメの炊き方な
どを工夫した冷温保管に
対応したおにぎりが完成。
それが採用され、コンビニ
用のおにぎりは常時4、5
種類を請け負っている。

 東根市内に建設中の冷凍工場で生産できる冷凍シャリ玉や冷凍シャリシートで、香港以
外の他の国への展開も見据えている。賞味期限は最低でも半年を予定。

 大手コンビニチェーンの取引は順調に継続中。現在５種を製造。新たな味の開発に向け
て週一度のミーティングが続けられており、真摯に対応しさらなる信頼獲得に努める。

 輸出での売上は全体売上の３割を担うまでに成長。米の仕入れ価格高騰により、減益
を覚悟する中、事業全体を見直して選択と集中を実行。今後の事業継続を支える軸と
して輸出を含めた海外事業により一層注力していく。

今今後後のの展展望望

▲グループ企業の生産法
人は25年に60ha作付け。
農地拡大を目指している

冷凍シャリ玉を製造
美味しい

おにぎり工場を設立

 歴史ある米問屋であるが新事業には意欲的で、先代は山形県内に米飯加工場を設
立し、県内スーパーなどに米飯を納品。20年ほど前から「いずれ海外に進出したい」とい
う目標があり、2011年の香港での商談会がきっかけとなり、輸出事業へ本格的に参入。
日本産米をそのまま売るのでなく、これまでに蓄積した高い米飯加工技術やノウハウを活
かし「現地で炊飯して売る」独自の事業スタイルを築いた。

 現在は、生産を担う農業生産法人『稲2015』、香港の炊飯工場『ベストフーズ香港』、
香港のおにぎり工場『スズキフーズ』と自社グループの一元体制でニーズを逃すことなく対応。

香港に炊飯工場を設立し
たことで、美味しい日本産
米を炊飯する工場があると
認識されたことは良いが、お
にぎりブームの中でおにぎり
製造機能を持たず機会ロス。

課課題題とと解解決決ののポポイインントト

輸輸出出にに取取りり組組んんだだ背背景景

▲大手コンビニ
チェーンからの要望
で、4℃以下でも美
味しい商品を開。

集荷した玄米は本
店にて精米、さらにコ
ンテナバンニングまで
行い経費を削減▼

セブンイレブン香港では、
おにぎりのラインナップを
増やしており、プレミアム
商品の製造を担当▼

▲24年3月から販売開始した日
本産米おにぎり（プレミアムライ
ン）のPR動画。注目度が高い。
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日本食
レストラン

ホテル
日本食材店

・UAE
・カナダ
・アメリカ

輸出金額の推移（千円）

輸輸出出のの仕仕組組みみチチャャーートト

日本食ブームを追い風に世界に高級海苔を届ける
取取りり組組みみ内内容容 輸輸出出実実績績のの推推移移
 創業72年目を迎える海苔メーカー。埼玉
県に本社機能と自社工場を持つ。3代目
が就任してまもなく、コロナ禍によって主軸で
あった葬祭の返礼品の需要が大幅に減少。
新たな売上の軸を作るために2021年より
輸出を開始し、４年目の現在、海外での
取引額を急激に伸ばしている。

 輸出は創業以来初めての挑戦。ジェトロの
伴走支援を受け、戦略を立ててターゲットを
明確化。安価な中国・韓国産海苔がすで
に出回っているアジアを避け、中東や欧米
の富裕層向けに有明海産の高品質海苔
を提供し、明確な差別化に成功している。

 輸出増加に伴い、 25年10月に加工ライ
ンを増設。1日の製造量が1.5倍に増えた。

株式会社磯屋
（埼玉県児玉郡上里町）

生産 製造

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

納
品

開発

海苔卸売

自社工場
海苔加工

FSSC22000
（2024年7月）

営業
商品開発
販路開拓

100%
有明産

佐賀県漁連
熊本県漁連
福岡県漁連
全海苔漁連

輸
出
商
社

仕
入

出
荷

船便

販売 運輸 海外

入札

海苔

アイテム別輸出金額の推移（千円）
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高品質海苔の確保

豊かな風味、口溶けの良
さと歯切れの良さが一級
品の証。今後有明産だけ
では供給量が足りなくなる
ことも踏まえ、愛知の産地
も仕入れ先として検討。
会社全体として海苔の仕
入れ量は以前よりも増加。

海外のおにぎり店から「日
本産の海苔をパリパリの状
態で使いたい」という要望
あり。それには、出荷時の
フィルム加工が必要だが、
自社工場には設備がない。

フィルム付き海苔を生産

フィルム付け加工を外注し、
フィルム付き海苔の出荷が
可能に。24年から取引を
開始できた。現在は他の
取引先から手巻き用フィル
ム付き海苔のニーズもある
ため、工場設備の拡大に
ついて急ぎ検討中である。

海苔は光や温度、湿気に
大変敏感であり、風味を損
なわずに美味しく食べてもら
うために長期輸送や納品
先の保存環境に依存しな
い包装が欠かせない。

輸送・保管に強い包装

光を遮断し、温度変化に
も強いアルミバックを採用。
ジップつきで使い勝手も良
い。外的環境の影響を受
けにくいため、長期輸送で
も安心。賞味期限は１年
半と長いため、使いやすい
と好評。

 輸出品の８割以上は業務用だが、オリジナルの南高梅風味の味付け海苔が大変好
評。ゆず、わさびなどの新しいフレーバーのリクエストもあり、現在開発が進行中。

 ハンドロールバーから、手巻き用フィルム付き海苔のオファーがある。まとまった数の生産が
必要になるため、設備をどのように整えるか現在検討中である。

 所得の高いヨーロッパでの売上拡大を目指し、デンマークやフランスと商談中。サウジアラ
ビアからも引き合いがある。おにぎりやハンドロールの人気が高まる中、日本産海苔の品
質の良さや味の良さを、生産ストーリーを踏まえて広くアピールし続ける。

今今後後のの展展望望
▲入札権を持つ九州の漁連
にて直接買い付けている

フィルム付き海苔 輸送・保管に強い包装高品質海苔

 創業以来、冠婚葬祭用の返礼品事業を主軸にしていたが、コロナ禍によって仏事が小
規模化。その結果、需要が大幅に減少した。危機感を覚え、新たな売上の軸を作るた
めに2020年の冬から輸出開始にむけ各所へ相談。21年4月からはJETROの伴走支
援を受け、オンライン商談を開始。アメリカ、UAEなどからの引き合いが大きく、品質の良さ
からすぐに取引が開始した。日本食レストラン、おにぎりチェーン、最近流行しているハンド
ロールチェーンなどに卸している。輸出３年目には輸出国が一気に倍ほどに増え、特に、
ヨーロッパとの取引が増えた。

輸出用に仕入れる有明産
海苔の等級は上級。国内
流通用は九州以外の浜も
含めた中級のため、仕入れ
る海苔のグレードが上がった。
上級は生産量が少ない。

課課題題とと解解決決ののポポイインントト

輸輸出出にに取取りり組組んんだだ背背景景

▲輸出には光や温度の影響を受けにくい
アルミバックを採用している。

▲商談会での試食では
最高ランクを使用。一口
で違いをわかってもらえる。

おにぎり用のフィルム付き海苔の需要も増大おにぎり用のフィルム付き海苔の需要も増大

カナダのハンド
ロールチェーン
用にレーザー
加工が施され
た海苔
加工が施され
た海苔
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国別輸出金額の推移（百万円）

輸輸出出のの仕仕組組みみチチャャーートト

北陸のものづくりと共に物語を届けるウイスキー
取取りり組組みみ内内容容 輸輸出出実実績績のの推推移移
 1862年創業。1952年よりウイスキーの製
造開始。2017年の大規模改修により富
山県のウイスキー蒸留所として伝統を継承
しつつ、改革を進める。世界初の鋳造製蒸
留器「ZEMON」の開発(日英特許取得)
やウイスキー樽の製造・修繕も手掛け、ウイ
スキー製造業界の環境改善にも取組む。

 安心安全・品質維持を守り、輸出促進の
ため、ISO22000、コーシャ認証取得。
2025年に「国の登録有形文化財」に登録
された蒸留所や蔵は見学者が年間4万人
を超え、関心を高めている。

 2023年World Whisky Award金賞受
賞、東京ウイスキー＆スピリッツコンペティショ
ンでは金賞に加え、積極的な観光客受け
入れによりツーリズム賞受賞。

若鶴酒造株式会社
（三郎丸蒸留所）
（富山県砺波市）

海外生産 加工 運輸

ウイスキー

納
品

販売

海上
コンテナ
輸送

（常温）

ウイス
キー
原料仕
入

各
国
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
・
現
地
卸

製造

小売店
百貨店
スーパー
飲食店

発
注

輸
出
商
社

国
内
代
理
店

大麦麦芽(モルト)
（アイラ島産・
ハイランド産）

リキュール

日本酒 船
会
社

注文注文

注文

販
売

直接取引50%

間接取引
50%

ISO22000、コーシャ
認証取得工場

国の登録有形文化財

大麦麦芽(モルト)
（富山産）

ゆず、梅
（富山産）

米
（富山産）

原料
仕入

※製造に富山産を
微量使用

・台湾
・中国
・アメリカ

他

ウィスキー
(アルコール飲料)

品目別輸出金額の推移（百万円）
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地域の物語を強みに
海外各国への展開を目指
すも、関心を持つきっかけと
なる観点が国毎に異なる。
国毎のマーケティング方法
を一から考える必要がある。

現地に合わせた開拓

台湾は、ウイスキーを嗜む
文化があり、三郎丸ブランド
の浸透にエデュケーションの
機会を多く持った。顔を覚
えることで親近感に繋がり、
需要増。アメリカでは、「日
本は漫画」のイメージが強く、
三郎丸物語を漫画で伝え、
ブランド認知を進めた。

原材料の樽の入手や修繕
は多くのウイスキー製造事
業者の課題。富山県はミ
ズナラの産地だが、国内の
木材需要減少により老木
の環境問題を抱えていた。

製造環境改善推進

林業事業者とともにミズナ
ラを樽の材料に活用し、
樽原材料確保とともに、ミ
ズナラ活用による地域の
環境問題に対応。当社
で樽再生事業にも取り組
み、研修の場も提供し、
ウイスキー製造事業者へ
の貢献に繋げている。

 2025年現在、全体売上約16億円うち輸出売上は10%である、10年後には全体売
上100億円うち輸出売上50億円を目指す。

 工場見学の体験の場を活かし、蒸留所見学ツアーのみならず、ハンドフィルやブレンディン
グ等の高付加価値体験を行えるコーナーを用意し、体験コーナーを積極的に提供する。

 2025年より富山県南砺市の農家と協力し、南砺産二条大麦の生産を開始。地元産
二条大麦の収量を確保し、ウイスキー生産量拡大の地盤を確立させていく。

今今後後のの展展望望

地元で生育するミズナラを
樽に。活用で老木を削減
し、環境問題にも貢献▼

現地に合わせた 地域の物語を製造環境

 2013年、取引先の海外展開の機会に日本酒の輸出を開始。
 2015年現代表就任後、2017年にウイスキーの製造環境を見直し、ウイスキー製造の
質を向上させた。世界的にジャパニーズウイスキーの人気が上昇した背景を機運に、製
造環境見直し後3年熟成したウイスキーをメインに輸出に取り組む。

 2022年にISO22000、コーシャ認証取得、アメリカへの輸出等、展開先の求める認証
を取得し、輸出体制を築く。

 2024年より輸出を本格化すべくスキルを持つ人材を採用し、社内体制を整備。

モノにあふれた世の中で
ジャパニーズウイスキーであ
る三郎丸ブランドに関心を
持ってもらうためには「モノ」
から「コト」の価値を提供
する必要がある。

課課題題とと解解決決ののポポイインントト

輸輸出出にに取取りり組組んんだだ背背景景

▲アメリカ輸出に貢
献した漫画。当社の
物語を漫画で表現

地域の切り絵デザイナー、
書道家、北陸工芸（高岡
銅器、富山ガラス、五箇山
和紙、真田紐等）と積極
的にコラボ。特許取得の蒸
留器ZEMONの開発や樽
づくり等、地域を巻き込み
提案。工場見学や樽オー
ナー制度でファンを増やす。

地元の
切り絵デ
ザイナーや
書道家な
どとコラボし
商品切り
絵が日本
的だと喜
ばれる

▲地元産の二条大麦を使用
▲世界初鋳造製蒸留器

「ZEMON」
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国別輸出金額の推移（百万円）

輸輸出出のの仕仕組組みみチチャャーートト

3兄弟で取り組む６次産業化で世界へ
取取りり組組みみ内内容容 輸輸出出実実績績のの推推移移
 近江牛岡喜グループは、創業187年の歴
史を誇り、3兄弟で牧場、食肉加工流通、
精肉店を展開しており、2011年にグループ
内の岡喜商店がグループ内の岡喜牧場に
て繁殖・肥育した近江牛の輸出を開始。
2013年以降は㈱オカキブラザーズフーズに
て直接輸出に取り組む。

 6次産業化の強みを活かし、ホルモンを含む
「牛1頭まるごと輸出」を実現可能に。

 地元の米農家から稲わらを仕入れ、牧場の
堆肥を地元農家へ還元。その農園で生産
された米や果実を直営店舗で利用。また、
副産物の牛革を活用して、バッグなどを製
造販売し、循環型事業を実現。

株式会社
オカキブラザーズフーズ
（滋賀県蒲生郡竜王町）

海外生産 加工 流通

OKAKI
International
近江牛岡喜
バンコク本店
（現地法人）

販売

（
有
）
岡
喜
牧
場

（
繁
殖
部
門
）

和牛肉

子牛
市場

部位別輸出金額の推移（百万円）

直接輸出
（タイ）

食
肉
セ
ン
タ
ー

（
屠
畜
・
加
工
）

飲食
小売
卸売

飲食
小売

国内
販売

仕
入

納
品

シンガポール
アメリカ

UAE
マカオ

卸
売

卸
売

・アメリカ
・シンガポール
・タイ 他

株
式
会
社
オ
カ
キ

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
フ
ー
ズ

（
食
肉
加
工
販
売
）

（
有
）
岡
喜
牧
場
（
肉
牛
生
産
部
門
）

出
荷

仕
入

(株)岡喜商店
(飲食店・小売店)
国内直営店 8店舗
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6次産業化の展開

「繁殖・肥育」から「加工」、
「販売・飲食店経営」と6
次産業化を推進している。
輸出の売上だけを目指す
のではなく、地域の農家や
企業との連携もストーリーと
して付加し、届けることを重
視している。

自社の売上向上だけで
はなく、地域の農業者や
企業などと連携し、世界
各国へ近江牛の魅力を
伝えていきたい。

循環型事業の実践

地元の米農家や果実農
家と農畜連携を組み、肥
料への活用や、作物を自
社店舗で利用している。
また、副産物の牛革を活
用して、バッグなどを製造
販売し、循環型事業を
実践している。

輸出はサーロインやヒレなど
の特定部位に集中していた
が、他の部位も販売できな
ければこれ以上の輸出の
拡大は難しい。

直接貿易の推進

タイに現地法人を設立し、
飲食と卸売販売により、ホル
モンを含むセカンダリー部位
の輸出を開始。海外からの
現地視察を積極的に受け
入れ、肥育・加工現場の見
学、レストランでの試食を行
うことで、関係をより強化。

 セカンダリー部位の販売を強化し、価格を維持しながら「牛１頭まるごと輸出」の拡大を
目指す。

 直接貿易の拡大として、インドネシア現地法人の設立も視野に入れ、近江牛の販売
拡大を目指す。

 自社牧場のお肉と共に、牛の繁殖から肥育、加工、調理までのストーリーを伝える活動
を強化し、「岡喜和牛」のプライベートブランドを世界へ発信する。

今今後後のの展展望望

循環型事業

 1998年に父である先代が急死。兄弟3人で長男は牛の肥育、次男は小売と飲食、三
男は食肉加工・輸出と、3人が分業し、グループ会社として経営を引き継ぐ。

 2011年に東日本大震災が起こり、東北の牛を仕入れていたシンガポールの顧客からの
問い合わせにより、新しいチャレンジとして輸出を開始。

 輸出を継続するために、「岡喜和牛」としてプライベートブランドの確立を目指し、自社牧
場からストーリーをつけた肉を輸出している。

課課題題とと解解決決ののポポイインントト

輸輸出出にに取取りり組組んんだだ背背景景

▼タイの直営店舗（3次産業）

グループ会社の岡喜グループ会社の岡喜
牧場の牛（1次産業）

▲食肉加工の様子（2次産業）

先代が急死したことにより、
3兄弟での取り組みを開
始。生産した商品だけを
売るのではなく、想いを世
界に伝えたい。

牛革を利用したバッグ

6
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国別輸出金額の推移（百万円）

輸輸出出のの仕仕組組みみチチャャーートト

経産牛の肉質向上に取組み、国際品評会でも高評価
取取りり組組みみ内内容容 輸輸出出実実績績のの推推移移

国別輸出頭数の推移（頭）

 経産牛の価値を上げるべく、栄養価・嗜
好性を研究し自社製TMR(完全混合飼
料)を6年かけて開発。地域の食品副産
物の再利用にもつなげ、個体差のある経
産牛をAランクに安定生産。

 海外顧客が重視する第三者認証として
GAP基準に基づく「美味しまね認証」取得。
海外市場でアニマルウェルフェア等サステナ
ブル重視や信頼性を示すべく「サステナブル
マーク」を官民連携で運用開始(日本初)。

 経産牛を「熟」(JUKU)としてブランド化。
肉の国際品評会World Steak 
Challengeを2024年・2025年２年連
続で金メダル獲得。ブラインドテイスティング
で海外産WAGYUや一般的な和牛と同
じ土俵で「美味しさ」の評価を受けた。

株式会社熟豊ファーム
（島根県雲南市）

海外生産 加工 運輸

販
売
輸
出

㈱
銀
閣
寺
大
西
現
地
法
人

現地商社

百貨店等
小売店

繁
殖
農
家

(

日
本
国
内)

と
畜
委
託 間接取引

美味しまね認証(GAP基準)
サステナブルマーク取得牧場

製造委託する配合飼料
に副産物を加え発酵
経産牛用飼料TMR

製造

EU

向
け

チ
ェ
ッ
ク

ハ
ラ
ル

チ
ェ
ッ
ク

経産牛
飼育

(約半年)

海外要望
注文対応

と
畜※

㈱
銀
閣
寺
大
西

※EU認証・ハラル認証に応じて施設を選択

顧客要望・注文・フィードバック、現地教育等

仕
入

県
内

食
品
製
造

事
業
者

仕
入

処分されていた副産物
（おから、味噌、醤油かす、出雲そば、干芋等）

情報連携

EU・ハラル
認定の
協力牧場

枝肉販売

純
血
和
牛
受
入
れ

与論
島等

経産牛
生産
支援

・イタリア
・シンガポール
・イギリス 他

和牛肉
(経産牛)
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